
守山まるごと活性化プラン検討委員会 
第２回 学区別会議（玉津学区） 

 
日時：平成 25 年 7 月 24 日（水） 

20：00～22：00 
場所：玉津会館 

 
 
 

次  第 
 

１．あいさつ 

２．説明 

○本日の進め方 

○守山まるごと活性化プランの内容と検討方法 

３．意見交換（テーブル毎に） 

○地域の特徴、良いところ 

○地域の宝ものさがし 

４．結果の発表・共有 

５．次回の予定など 



 



守山まるごと活性化プラン検討委員会（学区別会議）委員名簿 

【 玉津学区 】             H250724 現在  敬称略 

№ 自治会 名前 班 

1  赤野井 谷口 喜久 たにぐち よしひさ 

2  赤野井 赤井 武志 あかい たけし 

3  赤野井 堀井 久嘉 ほりい ひさよし 

4  赤野井 田中 善也 たなか よしなり 

5  赤野井 徳地 智映 とくち ちあき 

１ 

6  矢島 林 俊行 はやし としゆき 

7  矢島 北野 進 きたの すすむ 

8  矢島 藤田 康彦 ふじた やすひこ 

9  矢島 大塚 美和 おおつか みわ 

２ 

10  石田 赤井 清司 あかい きよし 

11  石田 金野 弘子 こんの ひろこ 

12  石田 澤田 文子 さわだ ふみこ 

13  石田 中西 清重 なかにし きよしげ 

14  十二里 荒木 勝司 あらき かつじ 

15  十二里 十二里 勝美 じゅうにり かつみ 

３ 

 

 
事務局  
・ 濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 
・ 松岡 幹雄      ・鈴木 文男      ・松山  正 
・ 木村 勝之      ・吉原 史雄      ・足立 慎也 
・ 奥村 彰彦      ・小野田 敦         ・貞松 純子 
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守
山
市
ま
る
ご
と
活
性
化
計
画
 

■
目
的
 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
全
体
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
 

地
域
や
守
山
市
へ
の
「『

愛
着
と
誇
り
』
の
醸
成
」
を
め
ざ
す
。
 

■
位
置
づ
け
 

○
活
性
化
に
向
け
た
具
体
の
取
り
組
み
の
と
り
ま
と
め
 

○
地
域
と
行
政
が
連
携
し
、
プ
ラ
ン
策
定
、
プ
ラ
ン
実
現
を
行
う
 

○
プ
ラ
ン
の
事
業
は

5～
10

年
間
で
順
次
事
業
化
 

■
検
討
の
視
点
 

○
歴
史
資
源
や
自
然
資
源
等
を
活
用
し
た
活
性
化
 

○
魅
力
的
な
地
域
創
造
に
よ
る
愛
着
と
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

○
人
と
ひ
と
の
絆
の
強
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
 

守
山
市
 

学
 

区
 

自
治
会

 

 

テ
ー
マ
１
 

△
活

用
資

源
１

，
２

、
３
・
・
・

○
関
係
す
る
活
動
・
 
事
業
等
 

テ
ー
マ
２
 

□
活

用
資

源
１

，
２

、
３
・
・
・

○
関
係
す
る
活
動
・
 
事
業
等
 

テ
ー
マ
３
 

○
活

用
資

源
１

，
２

、
３
・
・
・

○
関
係
す
る
活
動
・
 
事
業
等
 

そ
の
他
の
要
素
 

 （
例

）
 

 ○
お

年
寄

り
の

生
き

が
い
づ
く
り
 

 ○
新
旧
住
民
の
交
流
 

 ○
子

ど
も

の
遊

び
環

境
の
改
善
 

 ○
健
康
づ
く
り
 

 ○
農
業
の
維
持
 

重
点

的
な
取

組
１

 

重
点

的
な
取

組
２

 

重
点

的
な
取

組
３

 

そ
の

他
の
取

組
 

守
山

市
全
体

の
活

性
化

 

学
区

の
個
性

化
・

活
性

化
 

自
治

会
の
個

性
化

・
活

性
化

学
区
の
た
か
ら
も
の

 
学
区
の
課
題

活
性

化
の
取
り
組
み

活
性
化
の
テ
ー
マ

特
徴

的
な

も
の

を
抽
出

課
題

へ
対

 
応

資
源
の

活
 

用

「
守
山
ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
」
 
検
討
の
考
え

方
 

 
 

 
宝
も

の
 

 
地

域
の
活

動
 

関
連
事
業
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守
山
ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
 

学
区
別
プ
ラ
ン

 

全
市
プ
ラ
ン
 

(1
) 
ま
る
ご
と
活
性
化
計
画
と
は

 

プ
ラ

ン
の
目

的
、
位

置
づ
け

、
策

定
方

法

(2
) 
守
山
市
の
特
性
と
課
題

 

ま
ち

の
特
性

、
ま

ち
づ

く
り

資
源

、
課

題

(3
) 
活
性
化
の
め
ざ
す
も
の

 

ま
ち

の
将
来

像
、

ま
ち

づ
く

り
の

方
向

 

(4
) 
取
り
組
み
の
内
容

 

全
市

的
取
り

組
み

、
各

学
区

の
取

り
組

み

(5
) 
プ
ラ
ン
の
実
現

 

役
割

分
担
、

ス
テ

ッ
プ

、
推

進
組

織
 

速 野 学 区 

守 山 学 区 

吉 身 学 区 

河 西 学 区 

玉 津 学 区 

小 津 学 区 

中 洲 学 区 

学
区

別
プ

ラ
ン

内
容

イ
メ

ー
ジ

 
（
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
各
学
区
８
頁
程
度
を
想
定
）
 

○
 ○

 学
 区

 

ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
 

  

   

   

 
 

   

   

  ＜
役
割
分
担
＞
 

Ｐ
Ｊ

地
元

行
政

他
 

１
 

 
 

２
 

 
 

３
 

 
 

＜
実
現
ス
テ
ッ
プ
＞
 

Ｐ
Ｊ

す
ぐ
や
る

時
間
を
か

け
る

１
 

 

２
 

 

３
 

 

○
○
学
区
は
こ
ん
な
ま
ち
で
す

地
域
の
た
か
ら
も
の
 

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
 

活
性
化
の
取
り
組
み
 

実
現
に
向
け
て
 

＜
学
区
の
将
来
像
（
例
）
＞

水
が
結
ぶ
 

う
る
お
い
の
ま
ち
○
○

＜
取
り
組
み
の
方
向
（
例
）
＞

●
緑
と
生
き
も
の
、
歴
史
に
出

会
え
る
水
辺
を
つ
く
る
 

●
水

の
文

化
が

現
代

に
生

き
る
く
ら
し
を
つ
く
る
 

＜
重
点

取
り
組
み
①
（
例
）
＞

水
辺

の
散
歩

道
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

●
水

運
の

名
残

や
生

物
を

楽
し

み
な

が
ら

水
辺

を
歩

け
る
道
を
つ
く
り
ま
す
 

●
課
題

 

●
具
体

的
取
組
 

・
水

運
遺
産
の
表
示
 

・
散

歩
道
マ
ッ
プ
づ
く
り
 

・
ホ

タ
ル
の
保
護
活
動
 

＜
学
区
の
成
り
立
ち
＞
 

 
歴

史
や

自
然

の
特

性
 

＜
学
区
の
今
＞
 

 
人
口

や
産
業

、
文

化
等

の
現

状
と

動
向

 

＜
自
然
系
＞
 

 

＜
歴
史
系
＞
 

 

＜
そ
の
他
＞
 

 

 

地
図

 

写
真

 
 

 

 

「
守
山
ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
」
完
成
イ
メ
ー

ジ
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学
区
別
会
議
の
進
め
方
 

                        

※
こ
れ
は
基
本
的
な
流
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
学
区
の

状
況

に
応

じ
て

各
回

の
検

討
内

容
が

変
わ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
 

 

 全
体
会
議
で
の
検
討

 

 事
務
局
作
業
 

第
１
回

(
6/
1
5)
 

合
同
学

区
別

会
議

 
プ

ラ
ン

の
ね

ら
い

や
検

討
方

針
を

知
り
ま
し

ょ
う

 
 

(1
)講

演
・
座
談
会
 

①
守

山
の

す
ば

ら
し

い
地
域

資
源

 
②

地
域

資
源

の
発

見
と
活
か

し
方

 
③

活
性

化
プ

ラ
ン

の
意
義
 

(2
)説

明
 

④
プ

ラ
ン

検
討

の
進

め
方
 

第
２
回
 

 学
区

の
魅
力

づ
く

り
・
活
性

化
の

素
材

と
な

る
「

宝
も

の
」

を
見
つ

け
ま

し
ょ

う
 

 

(
1)

学
区

プ
ラ

ン
の

内
容

と
検

討
方

法
 

・
市
か
ら
説
明
し
再
確
認
 

(2
)ま

ち
の
魅
力
発
掘
 

①
わ

た
し

の
ま

ち
は

こ
ん

な
ま

ち
 

・
ま

ち
の

特
徴

、
自

慢
で

き
る

と
こ
ろ
は
何
か
 

②
ま

ち
の
「

宝
も

の
」

探
し
 

・
歴

史
や

自
然

、
そ

の
他

で
き

る
だ
け
多
く
出
し
、
特
性
を
み

つ
け
る
 

第
３
回
 

 宝
も

の
を

活
か

し
た

学
区

の
ま

ち
づ

く
り

の
方

向
を

考
え
ま
し
ょ
う
 

 

(1
)目

ざ
す
ま
ち
の
活
性
化
 

・
ま

ち
の

主
要

課
題

は
何

か
、

ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
の
か
 

・「
ず
っ
と
先
」、
「
ち
ょ
っ
と
先
」

の
両
方
の
目
 

(2
)ま

ち
づ
く
り
の
方
向
 

・
多
く
あ
る
「
宝
も
の
」
か
ら
、

何
を

活
か

し
て

ま
ち

づ
く

り
を
進
め
る
の
か
 

・
テ

ー
マ

や
取

組
の

方
向

を
検

討
す
る
 

 

 

第
４
回
 

 
ま

ち
づ

く
り

の
テ

ー
マ

に
沿

っ
て

進
め

た
い

取
組

を
考
え
ま
し
ょ

う
 

 

(1
)取

組
の
ア
イ
デ
ィ
ア
 

・
具

体
的

な
取

組
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を
ど
ん
ど
ん
出
す
 

・
関

係
し

そ
う

な
既

存
事

業
や

計
画
・
構
想
も
チ
ェ
ッ
ク
し
上

手
く
つ
な
げ
る
 

(2
)取

組
実
現
の
課
題
 

・
具

体
化

す
る

た
め

に
必

要
な

こ
と
、
協
力
が
必
要
な
相
手
な

ど
は
な
い
か
 

第
５
回
 

 
取

組
内

容
の

と
り

ま
と

め
、

確
実
・
効

果
的
に

進
め

る
方

法
を

考
え
ま

し
ょ

う
 

 

(1
)取

組
内
容
の
と
り
ま
と
め
 

・
検

討
内

容
を

プ
ラ

ン
と

し
て

整
理
 

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
等
 

(2
)プ

ラ
ン
の
推
進
 

・
役
割
分
担
（
地
域
、
市
等
）
 

・
実

現
の

手
順

（
す

ぐ
や

る
こ

と
、

時
間

を
か

け
て

や
る

こ
と
）
 

 

・
宝

も
の

デ
ー

タ
の

整
理
 

・
学
区
プ
ラ
ン
 

と
り
ま
と
め
 

・
ま

ち
づ

く
り

の
方

向
の
整
理
 

・
実

現
課

題
関

連
情

報
の
収
集
 

・
取
組
内
容
ま
と
め

・
宝

も
の

デ
ー

タ
の

確
認
 

・
学

区
の

方
向

性
確

認
、
調
整
 

・
学
区
取
組
確
認
 

・
学

区
間

連
携

や
全

市
的
取
組
の
検
討
 

・
活
性
化
プ
ラ
ン
 

と
り
ま
と
め
 

守 山 ま る ご と 活 性 化 プ ラ ン 案 

・
学

区
の

基
礎

資
料

の
整
理
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玉津学区の 

地域資源一覧 
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●
祭
り
・
風
習

▲
水
関
連

●
道
路

・
長

刀
ま

つ
り

※
・

天
神

川
（

バ
イ

パ
ス

整
備

）
・

佐
々

木
街

道

・
閼

伽
井

（
池

）
・

馬
場

●
社
寺

・
石

田
川

・
石

田
の

七
曲

が
り

・
赤

野
井

東
別

院
・

赤
野

井
湾

・
赤

野
井

西
別

院
【

光
明

本
尊

】
・

小
津

袋
■
公
共
施
設
・
産
業
等

・
福

正
寺

・
六

条
堤

・
地

総
セ

ン
タ

ー

・
少

林
寺

・
分

水
石

・
漁

業

・
旧

赤
野

井
港

・
聞

光
寺

【
親

鸞
聖

人
御

影
，

庭
園

）
▲
自
然

■
そ
の
他

・
釈

迦
堂

・
地

総
セ

ン
タ

ー
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
美

濃
部

丹
水

（
絵

画
）

※

・
真

光
寺

・
市

民
運

動
公

園
（

整
備

計
画

）

・
普

門
院

【
聖

観
音

菩
薩

座
像

】
・

赤
野

井
東

別
院

の
タ

ギ
ョ

ウ
シ

ョ
ウ

 

・
少

林
寺

の
ギ

ン
モ

ク
セ

イ
 

●
史
跡
・
城
址
・
古
墳

・
小

津
若

宮
神

社
の

シ
イ

ノ
キ

※
地

図
表

示
な

し

・
赤

野
井

湾
遺

跡
・

常
照

寺
の

ゴ
ヨ

ウ
マ

ツ
，

オ
ハ

ツ
キ

イ
チ

ョ
ウ

・
赤

野
井

遺
跡

・
福

正
寺

の
ラ

カ
ン

マ
キ

・
矢

島
城

跡
・

箸
塚

跡
の

シ
ダ

レ
ヤ

ナ
ギ

 

・
矢

島
御

所
・

二
宮

神
社

の
マ

テ
バ

シ
イ

・
寺

中
遺

跡
・

武
道

天
神

社
の

エ
ノ

キ

・
矢

島
か

ぶ
ら

※

●
石
仏
・
記
念
碑
・
建
造
物
等

・
ホ

タ
ル

・
諏

訪
屋

敷

・
天

保
義

民
の

庄
屋

宅

・
庄

屋
民

家

・
蓮

如
手

植
柳

（
赤

野
井

）
※

玉
津

学
区

 
の

 
た

か
ら

も
の

【
仏

涅
槃

図
、

木
造

一
休

和
尚

座
像

、
一

休
和

尚
像

、
　

紙
本

塁
書

法
度

、
霊

山
和

尚
法

度
、

一
休

和
尚

板
木

】
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玉津学区 
歴史街道マップ 
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 別
紙
資
料
１

 

玉
津
学

区
 
自
治
会
別
人
口
推
移
 

 
 
 

平
成

 

５
年

 
平
成

10
年

 
平
成

15
年

 
平
成

17
年

 
平
成

20
年

 
平
成

25
年

 

 
人
口

 
人
口

 
増
減
数

 
増
減
率

 
人
口

 
増
減
数

増
減
率

人
口

 
増
減
数

 
増
減

率
人
口

 
増
減
数

増
減
率

人
口

 
増

減
数

 
増

減
率

 

赤
野
井

 
1,

30
3 

1,
27

0
-3

3 
97

.5
%

1,
24

9
-2

1
98

.3
%

1,
23

2
-1

7 
98

.6
%

1,
19

8
-3

4
97

.2
%

1,
14

4
-5

4 
95

.5
%

 

矢
島

 
1,

41
7 

1,
41

0
-7

 
99

.5
%

1,
36

7
-4

3
97

.0
%

1,
32

3
-4

4 
96

.8
%

1,
27

8
-4

5
96

.6
%

1,
23

3
-4

5 
96

.5
%

 

石
田

 
1,

60
8 

1,
61

4
6 

10
0.

4%
1,

62
3

9
10

0.
6%

1,
57

6
-4

7 
97

.1
%

1,
56

0
-1

6
99

.0
%

1,
47

9
-8

1 
94

.8
%

 

十
二
里

 
20

7 
21

3
6 

10
2.

9%
20

4
-9

95
.8

%
19

9
-5

 
97

.5
%

18
4

-1
5

92
.5

%
18

5
1 

10
0.

5%
 

合
計

 
4,

53
5 

4,
50

7
-2

8 
99

.4
%

4,
44

3
-6

4
98

.6
%

4,
33

0
-1

13
 

97
.5

%
4,

22
0

-1
10

97
.5

%
4,

04
1

-1
79

 
95

.8
%
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別
紙
資
料
２

 

学
区
別

人
口
推
移
（
平
成
５
年
か
ら
平
成

3
2
年
ま
で
）
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（１） 各学区の人口推移 

   ※ 27、32 年度においては第５次総合計画のデータを参照しました。 
 

平成 15 年 平成 20 年 平成 25 年 
  

人口数 増減数 増減率 人口数 増減数 増減率 人口数 増減数 増減率 

守山 18926   22566 3640 119% 24063 1497 107%

吉身 14956   15618 662 104% 16280 662 104%

小津 5624   5699 75 101% 5886 187 103%

玉津 4443   4220 -223 95% 4025 -195 95%

河西 12087   13099 1012 108% 13444 345 103%

速野 10585   11928 1343 113% 12469 541 105%

中洲 2891   2799 -92 97% 2675 -124 96%

合計 69512   75929 6417 109% 78842 2913 104%

 
 平成27年   平成32年  

人口数 増減数 増減率 人口数 増減数 増減率 

25025 962 104% 27404 2379 110%

15536 -744 95% 15452 -84 99%

5708 -178 97% 5609 -99 98%

3907 -118 97% 3649 -258 93%

13745 301 102% 14111 366 103%

13816 1347 111% 15042 1226 109%

2624 -51 98% 2476 -148 94%

80361 1519 102% 83743 3382 104%
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